
仏

教

学

の

基

本

構

造

宮

本

正

尊

一
 
仏
教
学
の
萌
芽
、
求
善

・
求
法
と
研
学

(1
)
 
仏伝
の
聖
求
と
大
般
浬
繋
経
の
求
善

・
求
法
、
法
華
経
と
十
地

経
の
求
法
(
2
)

七
仏
通
戒
偶

の
衆
善
奉
行

・
自
浄
其

意
(
3
)

戒

・
定

・
慧

の
三
学

(1
)
 
聖求
 
a
r
i
y
a
-
p
a
r
i
y
e
 

と
求
善
 
k
i
m
-
k
u
s
a
l
a
-
a
n
u
y
e
s
i

し
よ
う
ぐ
 

く
わ
げ
ん

聖

求

と

は
、

生

老
病

死

に
過
患

を
見

て
、

無

生

・
無

上

に

し

て
安

穏

な

る

浬

盤

を
身

に

つ
け

ら

れ

た

釈

尊
仏

陀

の
宗

教

的

求
道

の

こ

と

で
あ

つ
て
、

ア

リ

ア

ン
の

「
古
き

よ

き

伝
統

」
の

体

得

が
語

ら

れ

て

い
る
。

そ

し

て

そ

こ
に

は
、

聖

求

と
非

聖

求
 
a
n
a
r
iy
a
-p
a
r
iy
e
sa
n
a
 と

が
対

脈

的

に

示

さ

れ

て

い
る
。

聖

求

経

も

仏

伝

の

一
つ
で
あ

る

が
、

と

く

に

仏

陀

の
晩

年

を

委
細

に

説

い

て

い

る

『
大
般

浬

墾

経

』

M
a
h
a
p
a
r
in
ib
b
a
n
a
su
tta
n
ta
 (D
.
 N
.

み

と
ら

19
 p
.
 
1
51
)
 に
も
、
阿
難
に
看
取
れ
て
臨
終
の
病
床
に
あ
ら
れ
る
釈
尊

に

一
句

の
法
門
を
要
求
し
た
ス
バ
ァ
ッ
ダ
 S
u
b
b
h
a
dd
a
 に
対
し
て
、

懇
ろ
に
仏
道
修
行
に
励
ま
れ
た
生
涯
の
経
歴
を
語
つ
て
い
ら
れ
る
う
ち

に

「
求
善
」
の
言
葉
が
見
出
さ
れ
る
。

ス
バ
ァ
ッ
ダ
よ
、

自
分
は
二
十
九

の
歳

に
善

を
求

め

て
k
i
m
-
k
u
s
a
l
a
n
u
y 出

家
し
た
。

ス
バ

ァ
ッ
ダ

よ
、
自
分
は
出
家

し
て
か
ら
、
五
十
余
年
と
な

つ
た

真
理
と
法

の
境

地
を

の
み
歩

い
て
き
た
。
n
a
y
a
ssa
 d
h
a
m
m
a
ss
a
 p
a
d
e
sa
-

v
atti
.
 
そ
れ
を
外
に
し
て
は
、
修
行
者
 
am
a
d
a
 な
る
も

の
も
な

い
、
と
。

最

後

の
直

弟

子
 
p
a
c
h
im
o
 sa
k
k
h
i
s
a
v
a
k
o
 と

い
わ

れ

る

ス
バ

ァ

ッ
ダ

に
、

善

を
求

め

て
初

め

て

カ

ピ
ラ
城

囚
 a
p
ila
v
a
tth
u
 を

出

ら

れ

る

こ
と

が
、

臨

終

の
教

誠

に
な

つ

て

い
る

わ
け

で
あ

る
。

「
求
法

」
に

つ

い
て
、

讐

慧

鷺

は
法

華

経
 

b
u
d
d
h
a
d
h
a
r
m
a
-

p
a
r
y
e

y
a
 d
h
y
a
y
i
 o
a
 b
h
a
v
e
t
 
と

し

て

1

回
、

十

地

経

に

は
 
b
u
d
-

d
h
a
d
h
a
r
m

a
p
a
r
y
e
s
t
ih
e
to
h
 
と

し

て

1

回

使

用

さ

れ

て

い

る
。

ま

た
 
p
a
r
y
e
s
a
n
a
 
は

十

地

経

に
 

s
a
d
d
h
a
rm

a
-p
a
r
y
e

a
-a
b
h
iy
u
k
to

v
ih
a
ra
ti
 
と
 

b
u
d
d
h
a
d
h
a
rm

a
-p
a
r
y
e
s
n
a
-
a
b
h
iy
u
k
to
 n
a
s
ti
.
 と

し

て

2

回

使

用

さ

れ

て

い

る
。

仏
教
学
の
基
本
構
造
 (宮

本
)
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仏
教
学
の
基
本
構
造
 (宮

本
)

南
条
文
雄

・
泉
芳
環
蠣
顯
新
訳
法
華
経
、
分
別
功
徳
品
第
十
六
、
真
宗
大
谷

大
学
出
版
部
、
法
蔵
館
、
大
正
二
年
九
月
、
三
八
○
頁
。
鳩
摩
羅
什
訳
妙
法

蓮
華
経
巻
第
五
分
別
功
徳
品
第
十
七
、
大
正
九
、
四
五
頁
下
。
闇
那
堀
多
共

笈
多
訳
添
品
妙
法
蓮
華
経
巻
第
五
分
別
功
徳
品
第
十
六
、
大
正
九
、 
一
八
○

頁
上
。
竺
法
護
訳
漸
備
一
切
智
徳
経
巻
第
二
、
興
光
住
品
第
三
大
正
十
、
四

六
九
頁
上
。

(2
)
 
衆善
奉
行

・
自
浄
其
意

諸
悪
莫
作

衆
善
奉
行

自
浄
其
意

是
諸
仏
教

こ
の
偶
は
、
古
来
、
仏
教
の
真
実
を
よ
く

一
偶
に
摂
め
尽
し
た
も
の

と
せ
ら
れ
、
七
仏
通
戒
偶
と
い
わ
れ
て
い
る
。
増

一
阿
含
巻
第

一
、
序

品
第
二
 
(大
正
二
、
五
五
一
上
)
 に
あ
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
増

一
の

巻
第
四
十
四
、
不
善
品
第
四
十
八
 
(大
正
二
、
七
八
七
上
)
 で
は
、
迦
葉

仏
の
偶
と
せ
ら
れ

「
一
切
悪
莫
作
、
当
奉
行
其
善
、
自
浄
其
志
意
、
是

則
諸
仏
教
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

パ
ー
り
法
句
経
 D
h
am
m
a
pa
 

X
IV
,
 Bu
d
dh
a
va
g
g
o
 N
o
.
 18
.

釈
尊
仏
陀
が
善
を
求
め
て
出
家
し
、
生
涯
そ
の
実
践
に
努
力
さ
れ
た

こ
と
が
、

一
目
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し

て
そ

の
自
浄
其
意

の

「
浄
」
は
、

空
の
三
原
則
、
あ
り
の
ま
ま
に
見

る

・
逆
さ
ま
に
見
な

い
・
純
粋
清
浄
で
あ

る
 (yath
ab
hu
c
a
 av
ip
a
llatth
a
 p
arisu
d
dh
a)
 さ

と
り
の
清
浄
性

に
か
な

つ
て
い
る
 
(M
.
 N
.
 121
 C
u
lasun
na
ta
-su
tta
,

vol
.
 
III
,
 
p
.
 
109)
。
な
お
筆
者

「
空
思
想
及
び
そ
の
発

達
-
阿

含

に
お

け
る
空
住
経
典
の
訳
並
に
研
究
-
」
(日
本
仏
教
学
会
年
報
第
十
七
号
、
一

〇
七
頁
、
昭
和
26
年
6
月
)
 参
照
。

(3
)
 
戒
・
定

・
慧
の
三
学

こ
の
戒
定
慧
の
三
学

職
鈎
。
防隷
奪
卸

蔦

転隷
勤勘

は
、
増

上
戒

学

・
増
上
心
学

・
増
上
慧
学
と
も
呼
ば
れ
る
。

人
間
の
智
情
意
に
わ
た

り
、
わ
れ
わ
れ
の
身
心
学
道
を
理
論
と
実
践
に
わ
た
り
研
学
し
て
基
底

付
け
る
学
の
要
目
で
あ
る
。
大
小
乗
を
通
じ
て
、
仏
教
学
構
造
の
基
本

線
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
と
い
え
る
。
「
善
を
求
め
、
法
を
求

め
る

貸

骨
題

鴇
」
と

と
も
に
、
こ
の
三
学

の

「
学

蔑
寒
ひ
章

籍

葛
」
は
、

学
び
か
つ
研
究
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
仏
教
学
の
学
的
活
動

の
萌
芽
で
も
あ
る
が
、
進
ん
で
は
学
の
本
質
そ

の
も
の
を
形
成
す
る
。

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
巻
第
二
十
四
、
分
別
賢
聖
品
第
六
の
三
に
は
、
次

の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

ノ
 

ユ

リ
 

ニ
ハ
 

ニ
ハ
 

ニ
ハ
 

ナ
リ

学
要
有
レ
三
、

一

増

上
戒

(学
)
、
二

増
上
心

(学
)
、
三

増

上
慧

(
学
)
。

テ
 

ヲ
 

ス
 

ノ
 

ト

以

二戒
定
慧

嚇
為
二
三
自
体
殉

恩
師

ベ

ル
ギ

ー

の
プ

サ

ン
先

生

フ
ラ

ン

ス
訳

を

次

に
掲

げ

る
。
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仏
陀

の
さ
と
り
体
験
で
あ
る
八
正
道
中
道
も
、
正
見

・
正
思
 
(増
上

慧
学
)
 正

語

・
正
業

・
正
命
 
(増
上
戒
学
)
 正
念

・
正
定
 
(増
上
心
学
)

と
し
て
三
学
に
ま
と
め
ら
れ
、

し
か
も

「
正
精
進
」
こ

そ

は
、
Ja
tak
a

ほ
ん
し
よ
う
わ
 

に
ん
に
く
し
よ
う
じ
ん

本
生
話

の
菩
薩
が
つ
ね
に
忍
辱
精
進
に
よ
つ
て
、
そ
の
菩
薩
利
他
行
を

完
遂
し
た
よ
う
に
、
八
正
道
も
そ
の
う
ち
に
あ
る
精
進
力
に
よ
つ
て
、

菩
提
の
さ
と
り
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
戒
定
慧
の
三

学
の
学
道
も
、

そ
の
根

に
精
進
力
が
あ

つ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

二
 
大
乗
菩
薩
の
行
学

(1
)
 
八千
頗
般
若
の
菩
薩

「
云
何
修
学
」

(2
)
 
入法
界
品
善
財
童
子

「
云
何
学
菩
薩
行
」

(1
)
 
般若
菩
薩

「
云
何
修
学
」

こ
の

「
大
乗
菩
薩
の
行
学
」
の
章
は
、
昭
和
八
年
に
発
表
し
た

「
根

本
分
別
の
研
究
」
灘

羅

『
仏教
論
善
 
(野

八挙
七
瞠
)
 第
二
節

「
仏
教
学
と
根
本
仏
教
」
と
第
八
節

「
菩
提
分
法
の
増
広
加
上
と
菩
薩

菩
提
分
法
」
に

お
い
て
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
根
本
分
別
の
研
究
」

は
次
の
十
節
か
ち
成
る
。

(1)
仏
教
研
究
の
根
本
問
題
(
2
)仏
教
学
と
根
本
仏
教
(
3
)覚
及
覚
支

の
研
究
と
智
の
立
場
(
4
)識

・
智

・
覚
証
の
弁
証
法
的
開
展
と
仏
教

学
(
5
)心

・
識

・
分
別
と
根
本
行
地
及
び
根
本
心
地
(
6
)識

・
唯
識

及
び
分
別
と
根
本
分
別
(
7
)根
本
分
別
と
根
本
中
(
8
)菩
提
分
法
の

増
広
加
上
と
菩
薩
菩
提
分
法
(
9
)自
覚
と
弁
証
法
(
1
0
)
識
分
別
と
智

無
分
別
と
の
関
係
論
証
の
資
料

現
代
仏
教
が
現
代
的
な
爽
雑
性
の
も
と
に
あ
る
よ
う
に
、
釈
尊
も
そ

の
時
代
の
爽
雑
性
に
あ

つ
て
、
仏
教
し
仏
学
せ
ら
れ
、
弟
子
達
も
仏
教

し
仏
学
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
哲
学
哲
学
史

の
よ
う
に
、
仏
教
学
仏

教
学
史
も
発
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。

仏
教
の
基
本
は
覚
証
の
さ
と
り
と
実
践
で
あ
る
。
そ
し
て

「
覚
証
の

学
」
は

「
三
学
の
研
学
」
sik
k
h
a
,
 
sik
sa
 の
基
盤
と
な

つ
て

い
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
仏
 B
u

h
a
 の
立
場
」
を
自
か
ら
の
立
場
と
し

て
努
力
し
た
菩
薩
 
B
od
h
isa
ttv
a
 達
に
よ

っ
て
、
菩
提
心
 B
d
h
ic
itta

と
 a
bh
isa
m
b
u
d
dh
a
 の

「
覚
証
菩
提
の
学
」
へ

と
超
上
さ
れ
て
行

つ

た
の
で
あ
る
。
菩
薩
と
は
純
粋
に
こ
の
よ
う
な

「
覚
証
の
学
徒
」
と

な

ろ
う
と
願
求
し
、
念
願
し
た
人
々
で
あ
る
。
大
乗
菩
薩
の
八
千
碩
般
若

A
stasah
asrik
a
 
Ha
jn
ap
aram
ita
 u
tm
 
に
あ

つ
て
は

「
菩
薩
は
い
か

に
し
て
般
若
波
羅
蜜
に
安
住
し
、
い
か
に
し
て
学
び
、
い
か
に
し
て
相

応
す
る
か
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
た
わ
け
で
あ
る
。

仏
教
学
の
基
本
構
造
 (
宮

本
)
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仏
教
学
の
基
本
構
造
 (
宮

本
)

こ
の
ヴ
ァ
イ
デ
ヤ
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
高
崎
直
道
博
士
と
前
田
専

学
博
士
の
好
意
あ
る
教
示
に
よ
る
。

こ
の
八
千
頒
般
若
に
相
当
す
る
漢
訳
は
、
道
行
般
若
の
機難
問
品
、
大

明
度
経
の
天
帝
釈
品
、
摩
詞
般
若
砂
経
の
問
品
、
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経

の
釈
提
桓
因
品
、
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
帝
釈
品
、
仏
説
仏
母
出
生
三
法

蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
帝
釈
天
主
品
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
玄
斐
訳
の
大
般

若
で
は

「
云何
菩
薩
摩
詞
薩
応
住
般
若
波
羅
蜜
多
、
云
何
菩
薩
摩
詞
薩

応
学
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
し
て
い
る
。
八
千
頗
般
若
で
は
、

k
ath
am

が
三
つ
あ
る
の
に
、
た
だ
云
何
応
住
と
云
何
応
学

の
二

つ
と
し
て

い

る
。
し
か
る
に
施
護
訳
仏
母
出
生
三
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
で
は
、
令

諸

菩

薩
、

云
何

安

住
、

云

何

修
学
、

云
何

相

応

と

し

て
、

八

千

頗

梵

本

の
よ

う

に
 
k
a
th
a
m
 
を

三

つ
と

も

訳
出

し

て

い
る
。

玄
斐

訳

は
第

三

の

k
a
th
a
m
 
s
th
a
ta
v
y
a
m
 
を
落

し

て

二

つ
に

し
て

い
る

の
で

あ

る

が
、

道

行

・
砂

経

・
羅

什

訳

は

そ

れ

ど

こ
ろ

で

な
く
、

こ

の
論

文

で

は

一
番

重

要

な
 

k
a
th
a
m
 
鰹
鳶

選

畠

「
云
何

修
学

」
さ

え

脱

落

し
、

た

だ

「
云
何

住

」
k
a
th
a
m

s
th
a
ta

y
a
m
 
だ

け

に
な

つ
て

い
る
。

尚

ハ
イ
デ

ル

ベ

ル

ビ
の
 
M
a
x
 W

a
lle
s
e
r
 博

士

は
、

八

千

頚

の
抄

訳

を
 

P
ra
j
 愚

斜

蹄
画
、

D

ie
 
V
o
llk
o
 

竃

鉱

時
誌

u
i
 

G
o
ttin
g
e
 

1
9
1
4
.
 出

版

し

て

い

る
。

そ

し

て

そ

の

55

頁

に

と
し
て
三
つ
と
も
訳
出
し
て
い
る
。

(2
)
 
善財
童
子

「
云
何
学
菩
薩
行
」

華
厳
経
に
は

「
覚
証
菩
提

の
精
神
」
が
江
溢
し
て
い
る
。
就
中
、
光

明
覚
品
第
五

・
明
難
晶
第
六

・
十
地
品
第
二
十
二

・
宝
王
如
来
性
起
品

第
三
十
二

・
離
世
間
品
第
三
十
三

・
入
法
界
品
第
三
十
四
の
諸
品
で
あ

る
。
そ
し
て

「
般
若
の
智
慧
学
」
が
華
厳
で
は
十
地
の
行
や
入
法
界
行

の
よ
う
に

「
行
学
」
と
な

つ
て
い
る
の
が
、
そ
の
特
徴
で
あ
る
。

十
地
経
で
は
十
波
羅
蜜
の
菩
薩
行
 
b
d
hisa
ttv
acary
a
 で
あ
り
、

入
法
界
品
で
は
善
財
 
Su
d
h
an
a
 の
菩
薩
十
大

行

で
あ

る
が
、
今
は

「
六
十
華
厳
巻
第
五
十
九
、
入
法
界
品
第
三
十
四
」
(巻
第
四
十
六
、二
八
頁

左
大
正
九
、六
六
九
中
)
 に

よ
つ
て
示
す
。

し
か
し
覚
賢
訳
の
六
十
華
厳
で
は

「
九
大
行
」
と
な

つ

て
い
る
た
め
、
梵
文
の
十
二
行
と
唐
訳
八
十
華
厳
の
十

一
行
と
四
十
華

厳
の
十
三
行
と
を
対
照
し
、
第
二
善
知
識
の
功

徳
雲
比
丘
 M
e
gh
a
sri

の
場
面
に

「
云
何
菩
藤
学
菩
薩
行
」
と
あ
る
も

の
を
参
照
し
な
が
ら
、

次
の
よ
う
に
(
1
)「
云
何
学
菩
薩
行
」
を

補
充
し
た
。

問
菩
薩
行
(
1
)云
何
学
菩
薩
行
(
2
)云
何
修
習
菩
薩
道
(
3
)云
何
満
足

菩
薩
行
(
4
)云
何
清
浄
菩
薩
行
(
5
)云
何
究
寛
菩
薩
行
(
6
)云
何
出
生
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菩
薩
行
(
7
)云
何
正
念
菩
藤
道
(
8
)云
何
縁
於
菩
薩
境
界
道
(
9
)云
何

増
広
菩
薩
道
(
1
0
)云何
菩
薩
具
普
賢
行
。

唐
訳
八
十
華
厳
巻
六
十
二
入
法
界
品
第
三
十
九
の
三
 (大
正
十
、三

三
九
頁
下

)

「
善財
白
言
、
唯
願
聖
者
、
広
為
我
説
、
菩
薩
(
1
)応
云
何
学
菩
薩

へ行
(
2
)応
云
何
修
菩
薩
行
(
3
)応
云
何
趣
菩
薩
行
(
4
)応
云
何
行
菩
薩

行
(
5
)応
云
何
浄
菩
薩
行
(
6
)応
云
何
入
菩
薩
行
(
7
)応
云
何
成
就
菩

薩
行
(
8
)応
云
何
随
順
菩
薩
行
(
9
)応
云
何
憶
念
菩
薩
行
(
1
0
)
応
云
何

増
広
菩
薩
行
(
1
1
)
応
云
何
令
普
賢
行
速
得
円
満
。
」

四
十
華
厳
巻
四
入
不
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品
第
四
 (大
正
十
、六

七
九
頁
上
)

「
善
財
自
言
、
聖
者
唯
願
慈
悲
、
広
為
我
説
、
我
(
1
)応
云
何
学
菩

薩
行
(
2
)応
云
何
修
菩
薩
行
(
3
)応
云
何
起
菩
薩
行
(
4
)応
云
何
行
菩

薩
行
(
5
)応
云
何
満
菩
薩
行
(
6
)応
云
何
浄
菩
薩
行
(
7
)応
云
何
転
菩

薩
行
(
8
)応
云
何
深
入
菩
薩
行
(
9
)応
云
何
出
生
菩
薩
行
(
1
0
)
応

云
何
観

察
菩
薩
行
(
1
1
)
応云
何
増
広
菩
薩
行
(
1
2
)
応云
何
成
就
菩
薩
行
(
1
3
)
応

云
何
令
普
賢
行
速
得
円
満
。
」

こ
の
よ
う
に
善
財
童
子
の
十
大
行
の
根
本
は
発
菩
提
心
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
る
問
求

・
行
学
で
あ
る
か
ら
、
五
十
三
善
知
識
訪
問
は
挙
手
踏

地
す
べ
て
が
入
法
界
の
菩
提
分
法
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
東
大
寺
所
蔵

の
国
宝

「
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
」
ま
た
の
名

「
善
財
童
子
絵
巻
」
が

い

か
に
も
芸
術
的
に
こ
れ
を
語
つ
て
い
る
。

こ
と
に
第
五
十
二
善
知
識
、

弥
勒
 
M
aitreya
 菩
薩
の
百
十
七
釈
、
百
二
の
響
喩
に
よ
る
菩
提
心
讃

仰
の
詩
は
、
自
由
清
新
に
し
て
、
し
か
も
堅
忍
不
抜
な
善
財
菩
薩
行
学

の
体
験
が
反
映
し
て
、
実

に
美
事
で
あ
る
。

時
弥
勒
菩
薩
告
善
財
言
、
善
哉
善
哉
、
童
子
、
乃
能
発
阿
褥
多
羅
三
貌
三

菩
提
心
、
専
求

一
切
仏
法
、
饒
益
一
切
世
間
、
救
護

一
切
衆
生
、
善
男
子
、

汝
得
善
利
人
身
寿
命
、
値
遇
諸
仏
、
得
見
文
殊
師
利
大
善
知
識
、
汝
為
法

器
、
善
根
潤
沢
、
長
清
白
法
、
浄
勝
欲
性
、
為
善
知
識
之
所
総
摂
、
諸
仏
護

念
。
何
以
故
、
菩
提
心
者
則
為

一
切
諸
仏
種
子
、
能
生

一
切
諸
仏
法
故
。
菩

提
心
者
則
為
良
田
、
長
養
衆
生
白
浄
法
故
。
菩
提
心
者
則
為
大
地
、
能
持

一

切
諸
世
間
故
。

以
下
さ
ら
に
菩
提

心
は
浄
水

・
大
風

・
盛
火

・
浄

日

・
明

月

・
浄

燈

・
浄
眼

・
大
道

・
正
済

・
大
乗

・
門
戸

・
宮
殿
等
に
わ
た
る
百
十
七

釈
、
お
よ
び

「
讐
如
有
人
得
自
在
薬
」
以
下
百
二
の
響
喩
に
伺
わ
れ
る

仏
教
学
の
基
本
構
造
 (宮

本
)
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仏
教
学
の
基
本
構
造
 
(
宮

本
)

通

り

で
あ

る
。

た

ま
た

ま

弥
勒
 
M
a
it
re
y
a
 の
五

論

の

う

ち

に

数

え

ら

れ

て

い

る

『
大
乗
荘

厳

経

論
』
M
a
h
a
y
a
n
a
-su
tra
la
m
k
a
r
a
 は
、
実

は
無

着
 A
sa
n
g
a

の
著
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
二
十

一
品
は

「
覚
分
品
」
で
あ
つ

て
、
梵
本
で
は
第
十
八
品
 
B

dh
ip
ak
 

に
当
る
。
こ
の
う

ち
に
四
念
処

・
四
正
勤

・
五
根

・
五
力

・
七
覚
支

・
八
聖
道
分
の
三
十

七
覚
支
が
説
か
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
四
依
や
四
法
印
な
ど
、
大

小
乗
と
も
に
通
ず
る
教
説
を
包
擁
し
な
が
ら
、
覚
証
菩
提
の
大
乗
精
神

に
溢
れ

て
い
る
わ
け
は
、
華
厳
経
全
体
に
江
浴
し
て
い
る
覚
証
精
神
の

基
盤
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
三
十
七
覚
支
ま
た
は
菩
提

分
法
は
、
声
聞
 
srav
ak
a
 の
行

法
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
菩
薩
の
十
波
羅
蜜
行
に
総
合

摂
取
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
「
大
乗
の
立
場
」
が
光

つ
て
い
る
の
で

あ
る
。

し
た
が
つ
て
大
乗
菩
薩

の
学
は

「
悉
学

一
切
善
法

一
切
道
」
と

だ
い
ぼ
ん

い
わ
れ
大
き
く
広
い
の
で
あ
る
。
大
品
般
若
経
が
通
三
乗
の
立
場
と
い

わ
れ
る
が
、
華
厳
十
地
経
も
こ
れ
に
同
調
す
る
も
の
で
あ

つ
て
、
大
ま

か
で
窮

ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
こ
で
初
め
の
九
地
は

「
応学
而
不
取

証
」
で

あ
る
が
、
第
十
の
仏
地
だ
け
が

「
亦
学
亦
証
」
と
さ
え
い
わ
れ

る
。

こ
の

「
学
び
か
つ
証
し
、
分
別
し
弁
別
し
な
が
ら
証
悟
す
る
」
立

揚
こ
そ
、
仏
教
学

の
基
本
構
造

の

一
線
上
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

前
述

し
た

『
大
乗

荘
厳
経
論
』
の

述
求
品
 
D
h
arm
a
 も
亀
遷
翰
遷

a
d
h
ik
a
r
a
 第

十

二

の

「
求
真

実

義

」

D
h
a
rm
a
-ta
t
tv
a
 嬉
黛
遷

翰

「
求

真
実
響
喩
」
T
attv
a
-m
ayo
p
am
a
 も魯
遷

笥
に
詳
し
く
三
性

・
内
外

・

迷
悟

・
有
無

・
空
有
に
よ
つ
て
、
無
二
 
(不
二
)
 の
中
道
義
が
説
か
れ

て
さ
え
い
る
。

こ
の

「
求
」
讐
遷
翰
驚

は
、
前
述
し
た
法
華
経
の
分
別

功
徳
品
第
十
六
と
漸
備

一
切
智
徳
経
 (十
地
経
)
 の
興
光
住
品
第
三
に
説

か
れ
て
い
る

「
求
法
」
の
求
 
p
a
ry
e
 職

と
同

じ
く
、
仏
教
学

の
繭
芽

「
善
を
求
め
て
」
「
法
を
求
め
て
」
や

「
聖
求

・
求
善
」
と

と
も
に
、

仏
教
学

の
基
本
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
乗
荘
厳
経
論
真
実
品
 
T
attv
a
-ad
h
ik
ara
 第
七
で
は
、
有

無
、

一
異

・
生
滅

・
浄
不
浄

・
増
減
の

「
五
種

の
無
二
相
」
に

よ
つ
て

第

一
義
相
 
pa
ram
a
rtha
-lak
sa
d
a
 説
か
れ
て

い
る
。

有
な
ら
ず
亦
非
有
な
ら
ず
。
同
な
ら
ず
亦
異
な
ら
ず
。
生
ぜ
ず
滅
せ
ず
。
損

減
せ
ず
、

増
益
せ
ず
。
浄
な
ら
ず
而
も
ま
た
浄
な
り
。
こ
れ
即
ち
第

一
義
の
相
な
り
。

こ
の
無
着
の
大
荘
厳
経
論
の
五
種
無
二
相
の
中
道
義
は
、
竜
樹
の
中

論
に
お
け
る
不
生
不
滅

・
不
去

不
来

・
不

一
不

異

・
不
断
不
常

の
八

不
中
道
義
ほ
ど

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
な

い
。
中
論

で
は
諸
法
実
相

d
ha
rm
a
ta
 と
い
い
、
華
厳
で
は
法
界
 d
h
am

a
-dh
atu
 と
い
つ
て
い
る

が
、
共
に
真
実
相
 tattva
-lak
sa
n
a
 を
語

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ

ら

に
、

四

尋

思
 
(
推

求
、

a
ta
s
r
a
h
)
(
1
)
名
尋
思

n
a
m
a
-p
.
 
(
2
)

事

尋

思
 
v
a
s
tu
-p
.
 
(
3
)

自

性
仮

立
尋

思
 
s
v
a
b
h
a
v
a
p
r
a
-

jn
a
p
ti-p
.
 
(
4
)

差

別

仮

立
尋

思
 
v
ise
s
a
-p
ra
jn
a
p
ti-p
.
 四

如

実

知
 

a
t
-

v
a
r
i
-ya
th
a
b
h
u
ta
-p
a
r
ijn
a
n
a
n
i
,
 
や
、

尋
 
v
ita
rk
a
 伺
 
v
i
a
r
a
 の

喩

伽

十

七

地

に

お
け

る
位

置
、

分

別
 
v
ik
a
lp
a
 な

ど

に

つ
い

て

は
、

筆

者

の

「
根
本

分

別

の

研
究

」
に

お

け

る

「
六
、
識

唯
識

及

び

分
別

と
根

本

分
別

」

「
八
、
菩

提

分

法

の

増

広

加

上

と

菩

薩

菩
提

分
法

」
の

う

ち

に
論

及

し

て

い
る

の
で
、

こ

の
た

び

は
省

略

さ

れ

て

い
る
。

三
 

仏

教

学

の
十

大

綱

要

(1)
仏

陀

の
さ

と

り

体

験
、

苦

楽

中

道

と

八
正

道

中

道
(
2
)
仏

法

僧

の

三
宝

成

立

と

三

帰

依

文
(
3
)
仏

陀

の
伝
道

宣

言
(
4
)
法

住

智

と

浬

繋

智
(
5
)
空

の
三

原

則
(
6
)
さ

と

り

の
原

型

「
法
眼

儀
 ha
m
m
a
-c
a
k
k
h
u

を
開

く
」
(
7
)覚

に
し

て
覚

支

で

あ

る

「
択
法
 
d
h
a
r
m
a
 
ic
a
y
a
」

(8)
四

弘

誓
願
(
9
)
本
願

の
宗

教
(
1
0
)四
種

道

理
、
(
1
)観

待

道

理
 
a
p
e
-

k
s
a
y
u
k
ti
(
2
)作

用
 
k
a
r
y
a
-k
a
r
a
n
a
-y
.
 
(
3
)

証

成
 
u
p
a
p
a
tt
is
a
d
h
a
-

n
a
-y
.
 
(
4
)

法

爾
 
d
h
a
rm
a
ta

こ

の
う

ち

「
仏
陀

の
さ

と
り

体

験
、

苦

楽

中

道

と

八

正

道

中

道

」

「
仏
法
僧
の
三
宝
成
立
と
三
帰
依
文
」
「
仏
陀

の
伝
道
宣
言
」
の

三
綱

要
は
、
仏
教
学

の
本
質

・
原
点
 
(
e
s
s
n
e
 
a
n
d
 
r
i
g
i
n
a
l
i
t
y
)
 

で
あ
る
。

し
た
が

つ
て

「
仏
教
学
の
十
大
綱
要
」
は
本
論
文
の
中
核
体
と
な
る
も

の
と
い
え
る
。

今
日
、
仏
教
が
世
界
的
に
興
隆
し
つ
つ
あ
る
そ
の
根
拠
は
、
仏
陀
が

生
活
経
験
と
し
て
体
験
体
証
し
た
苦
楽
の
中
道
と
八
正
道
中
道
が
根
に

な
つ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
中
道
原
理
は
、
実
利
実

用
に
か
な
い
、
常
識
に
根
付
い
た
理
想
行
願
の
筋
道
に
即
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
中
道
の
実
践
者
は

「
両
辺
を
充
し
て
、
不
善
処
を
捨
て
る
」

け
れ
ど
、 
一
辺
論
者
は

「
唯
一
辺
に
住
し
て
、
善
処
を
捨
て
る
」
と

い

わ
れ
て
い
る
。
実
に
釈
尊
仏
陀
は

「
善
を
求
め
て
」
出
家
し
、
そ
の
生

涯
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
釈
尊
仏
陀
の
菩
提
樹
下
 b
d
h
iru
k
k
h
am
u
le
 に
体
験
し
た
覚

証
 
ab
h
isa
m
b
u
dd
h
a
 の

「
仏
」
切
 ud
dh
a
 を
中
心
と
し
、
そ

の
さ
と

つ
た
法
 
D
h
am
m
a
,
 
D
h
arm
a
 を
原
則
と
し
、
修
行
を
同
じ
く
し
て
法

眼
を
開
い
て
さ
と
つ
た
同
朋
同
行

の
人
達

の
和
合

協
同
体

(衆
)
の

S
an
gha
 を
も
つ
て
仏
法
僧
の
三
宝
と
す
る
。

そ
し
て
こ
の
三
宝

に
帰

依
す
る
こ
と
が
、
仏
教
徒
た
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
世
界
に
こ
の
よ
う

な
、
簡
潔
明
瞭
に
し
て
実
行
し
や
す
い
宗
教
行
事
は
、
果
し
て
あ
る
で

あ
ろ
う
か
。
近
代
に
入

つ
て
、
仏
教
徒
は
会
合
に
先
き
だ
つ
て
、
三
帰

依
文
を
諦
唱
し
、
四
弘
誓
願
文
を
誓
唱
す
る
慣

わ
し
を
実
行

し
て
き

た
。
そ
の
三
帰
依
文
や
四
弘
誓
願
文
に
盛
ら
れ
て
い
る
宏
遠
雄
大
に
し

て
、
し
か
も
明
る
く
、
世
界
人
類
の
理
想
行
願
を
お
の
つ
か
ら
身
に
つ

け
る
練
習
を
す
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
頼
も
し
い
す
が
た
で
あ
る
。

そ
し
て
釈
尊
仏
陀
は
同
朋
同
行
の
弟
子
た
ち
も
さ
と
つ
て
、
師
弟
六

人
が
勢
揃
い
し
た
時
点
に
お
い
て
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
、
大
衆
の

利
益
幸
福
の
た
め
、
手
を
わ
け
て
伝
道
に
出
か
け
よ
。

一
人
で
も
多
く

仏
教
学
の
基
本
構
造
 
(宮

本
)
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仏
教
学
の
基
本
轟
造
 (宮

本
)

の
人
々
に
よ
き
法
を
説
い
て
、
さ
と
り
に
導
け
と
、
激
励
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

こ
の

「
仏
陀
の
伝
道
宣
言
」
ほ
ど
、
仏
者
に
勇
気
を
お
こ
さ
せ

る
言
葉
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
・者
は
、
釈
尊
の
解
脱
 
m
o
k
s
 
free
-

d
om
,
 iberty
 de
h
v
era
n
ce
 と
浬
桀
 
p
ea
ce
 を
生
か
し
て
、
仏
陀
の

伝
道
宣
言
を
、
次

の
よ
う
に
頂
い
て
い
る
。

世
の
た
め
人
の
た
め
、大
衆
の
利
益
幸
福
の
た
め
、世
界
人
類
の
自
由
と
平
和

の
た
め
に
、よ
き
法
を
説
い
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
々
を
さ
と
り
に
導
け
。

次
に
書
き
残
し
た
七
大
綱
要
と
、
第
四
章
以
下
、
第
十

一
章
ま
で
の

目
次
を
次
に
掲
げ
た
い
。

四
 
仏
陀
の
伝
道
宣
言
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
採
り
入
れ
て
新
し
い
伝
道
文

学
を
創
作
し
た
法
華
経
の
大
衆
性

五
 
仏
教
生
活
の
実
践
的
総
括

(1)
聞
思
修
の
三
慧
(
2
)工
が
度
十
波
羅
蜜
(
3
)四
摂
事
昏
布
施
脅愛
語

利
行

・同
事
(
4
)三
聚
浄
戒
、
摂
律
儀
戒
・饒
益
有
情
戒
・摂
善
法
戒

六
 
仏
教
発
達
の
学
的
構
造

(1)
ア
ビ
ダ
ル
研
究
仏
教
(
2
)中
観
仏
教
(
3
)通
三
乗
、
喩
伽
唯
識
の

中
道
教
(
4
)禅

・
念
仏

・
唱
題

・
密
教
の
骨
目

七
 
四
諦

・
二
諦

・
三
諦

・
一
諦

・
無
諦

八
 
空
観

・
法
界
縁
起

・
中
道
の
連
系
発
達

九
 
中
国
仏
教
と
日
本
仏
教

十
 

ア
ジ
ア
の
仏
教
、

世
界

の
仏
教

十

一
 
仏
教
学
六
十
五
年
 (大
正
二
年

昭
和
五
十
一年
)

前

掲

「
仏
陀

の
さ

と

り
体

験

と
中

道

の
原
型

-
苦

楽

の
中

道

と

八

正

道

中

道
-
」
に

つ

い
て
、

「
仏
最

陀

初
説

法

と

中

道

の

原
型

」

(
智
山
学

報
第

11
・
1
2
輯
、昭
和
39
年

11
月
、
一
九
五
六
、
1
-
10
頁
)
.
 T
h
e
 B
u
d
d
h
a
s

「
仏
陀
最
初
説
法
に
つ
い
て
」
(仏
誕
二
千
五
百
年
記
念
会
刊

『
仏
教
学
の

諸
問
題
』
岩
波
書
店
、
三
二
五

三
四
四
頁
)

(
JIB
,
 vo
l
.
 
X
V
II
,
 
N
o
.
 
2
,
 
M
ar
h
 1
9
6
9
,
 
p
p
.
 
9
3
2
-
96
3
)
 
が

あ

る
。

ま

た

「
仏
陀

の
伝

道

宣

言

」
に

つ

い

て
は
、

金

倉

円

照

編

『
法
華

経

の
成

立

と
展

開

』

(昭
和

45
年

3
月
、

平
楽
寺
書
店
、

三

一
七
-
三

五
二
頁
)

が
あ

る
。

右

の
十

一
章

の

う

ち
、

一

・
二
を

除

い
て
、

殆

ん

ど

の
項

目

に

つ

い
て

こ

れ

ま

で

に
発

表

論

文

ま
た

は
下

書

き

は
あ

る

の

で
あ

る

か

ら
、

是

非
、

機

を

見

て
、

こ

の

「
仏
教

学

の
基

本

構
造

」
の

論

文

を

ま

と

め
た

い
と

志

し

て

い
る
。

仏

教

学

六

十

五

年
 
(大
正
二
年
-
昭

和
五
十
一
年
)

グ
ル
ソ
ド
レ
ユ
レ

こ
こ
に
六
十
五
年
と
い
う
の
は
、
大
正
二
年

に
基
礎
医
学
二
年
を
修

め
た
大
正
二
年
春
、
医
学
を
や
め
て
仏
学
に
転

じ
、
今
日
に
至

つ
た
期

間
で
あ
る
。
多
田
鼎
先
生
の
講
席
に
列
つ
て

「
清
沢
満
之
の
文
」
に

親

し
む
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
基
因
と
な

つ
た
。

東
大
で
は
、
明
治
二
十
六
年
九
月
、
諸
学
科
と
と
も
に

「
印
度
哲
学
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科
が
設
け
ら
れ
た
が
、
講
座
の
な
い
科
で
あ
つ
た
。
「
印
度
哲
学
講
座
」

が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
大
正
六
年
九
月
十

一
日
で
あ

つ
た
。
村
上
専
精

講
師
の
懇
請
に
答
え
て
、
安
田
善
次
郎
翁
が
寄
附
し
た
も
の
で

「
安
田

寄
附
講
座
」
と

い
わ
れ
て
き
た
。
寄
附
目
的
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

仏
教
哲
学
奨
学
資
金

「
印
度
哲
学
、
殊
に
仏
教
哲
学
研
究
の
為
」
印
度
哲
学
講
座
開
設
費

つ
い
で
大
正
八
年
、
釈
宗
演
記
念
奨
学
資
金

「
印
度
哲
学
講
座
増
設

の
資
途
」
と
し
て
、
釈
宗
活
釈
敬
俊
よ
り
寄
附
。
大
正
十
年
十

一
月
二

十
二
日
設
定
。

さ
ら
に
、
大
正
十
五
年
七
月

一
日
、
岡
田
良
平
文
部
大
臣
に
よ
つ
て

「
官
設
講
座
」
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
れ
が

「
印
度
哲
学
及
印
度
に
於
け

る
仏
教

の
研
究
」
と
規
定
付
け
し
第

一
講
座
と
し
た
。
そ
れ
で

「
仏
教

哲
学
研
究
の
為
」
と

し
て
寄
附
さ
れ
た
安
田
寄
附
講
座
を
第
二
講
座
と

し
、
釈
寄
附
講
座
を
第
三
と
し
た
。
岡
田
良
平

・
沢
柳
政
太
郎
の
お
二

人
は
、
清
沢
満
之
を
兄
貴
分
と
し
た
大
の
親
友
仲
間
で
あ

つ
た
。
京
都

大
学
に
設
定
さ
れ
た
官
設

「
仏
教
学
講
座
」
の
よ
う
に
、
東
大
に
も
官

設

「
仏
教
学
講
座
」
が
意
図
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
大
に
は
印
度
哲
学
講
座
第

一
・
第
二

・
第
三
が
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、

つ
い
に

「
仏
教
学
講
座
」
が
な
い
こ
と
に
な
り
、
仏
教
学
研
究
が

世
界
的
に
興
隆
し
て
き
た
今
日
、
ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
印

度
哲
学
講
座
の
三
つ
い
ず
れ
も
仏
教
哲
学

・
禅
学

・
仏
教
学
の
た
め
の

寄
附
行
為

で
あ

つ
て
、
印
度
哲
学

の
た
め
の
も
の
は
な
か
つ
た
。

筆
者
が

「
仏
教
学
」
を
提
唱
し
た
の
は
、
(
1
)
昭
和
五
年
五
月
で
、
処

女
作

「
根
本
中
の
研
究
、
根
本
中
の
立
場
と
阿
毘
達
磨
の
本
義
」
の

一

節

「
根
本
中
の
立
場
と
仏
教
学
」
(鞘
舗
)
 が
最
初

で
あ

つ
て

『
宗
教
学

論
集
』
(宗
教
学
講
座
二
十
五
年
記
念
)
 へ
寄
稿
し
た
も

の
で
あ

る
。

(2)
同
じ
く
昭
和
五
年
六
月

「
仏
教
学
の
組
織
と
根
本
仏
教
」
(『
日
本
の

宗
教
学
』)
。
(
3
)
昭
和
七
年

「
専
門
学
と
し
て
の
仏
教
学
」
(『
宗
教
学
紀

要
』
。
(
4
)
「
仏
教
学
と
根
本
仏
教
」
(麟
盤
還
暦
記
念

『
仏
教
論
叢
』
(媚
鞠

堂弘
文
)
。
(
5
)
「
識
・
智

・
覚
証
の
弁
証
法
的
展
開
と
仏
教
学
」
(同
上
)
 な

ど
で
あ
る
。
な
お
昭
和
九
年

「
仏
誕
二
千
五
百
年
記
念
に
刊
行
さ
れ
た

『
仏
教
学

の
諸
問
題
』
(糊
醜
謝
解
)
 は

「
伽
教
学
」
か
公
暦
い
た
最
初
の
出

版
か
と
思
う
。
筆
者
は

「
仏
陀
最
初
説
法
に
つ
い
て
」
の

一
文
を
寄
稿

し
た
。
サ
ル
ナ
ー
ト
鹿
野
苑
に
お
け
る

『
初
転
法
輪
経
』
に

つ
い
て
の

研
究

で
あ

つ
た
の
で
、
野
生
司
香
雪
画
伯
が
色
紙
の
中
央
に
法
輪
 (マダ
チル

ラヤ
ク
)
 と
鹿
を
描
い
て
香
雪
と
署
名
し
、
右
上
段
に
高
楠
順
次
郎
先
生
が

“
遮
伽
羅

”
と

書
き
、
宇
井
伯
寿
先
生
が

“
微
笑

伯
寿
”
と
署
名

し
、
記
念
に
頂
い
た
。
画
面
繧
油
と
し
て
、
初
転
法
輪
こ
の
か
た
、
円

環
無
限
な
る
み
仏
の
行
証
伝
わ
り
て
、
今
こ
こ
に
あ
る
あ
か
し
で
も
あ

つ
て
、
尊
い
限
り
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
十
月
十
五
日

「
日本
印
度
学
仏
教
学
会
」
創
立
を
始
め
と

し
、
記
す
べ
き
事
柄
は
多
い
が
、
こ
の
度
は
こ
れ
で
欄
筆
す
る
。

仏
教
学

の
基
本
構
造
 
(
宮

本
)
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